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人と自然が織りなす芸術のまち　心豊かで伸びゆく美しいまち

まつやま ほたる舞う里
竹灯篭の幻想的ともしび
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ま
つ
や
ま
ほ
た
る
舞
う
里
実
行
委
員

会
主
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
６
月
４

日
（
土
）
に
松
山
自
治
会
内
の
小
山
田

川
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
々
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
会
場
の
里
道
に
は
、
竹
灯

篭
が
置
か
れ
、
竹
林
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
た
幻
想
的
な
空
間
が
来
場
者
を
出
迎

え
ま
し
た
。
自
ら
の
住
む
集
落
に
誇
り

を
持
ち
、
昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
の
な
か

で
地
域
に
生
息
す
る
ホ
タ
ル
を
守
る
取

組
み
を
通
じ
て
、
里
山
の
す
ば
ら
し
さ

を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
い
、
集

落
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
と
感
動
を
分

か
ち
合
い
た
い
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
主

旨
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

小
山
田
川
支
流
周
辺
で
は
、
５
月
下

旬
か
ら
ホ
タ
ル
が
飛
び
始
め
、
風
が
弱

く
、
月
明
か
り
の
な
い
日
は
、
多
く
の

ホ
タ
ル
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当

日
は
、
ホ
タ
ル
観
賞
に
良
い
条
件
が

揃
っ
た
こ
と
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
持
参
さ

れ
た
方
も
多
く
、
黄
色
い
蛍
光
色
の
軌

跡
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
る
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
焼
酎
が
振
る
舞

わ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
や
ま
ほ
た
る



　

令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
、
幸
田
頭

の
棚
田
で
６
月
11
日
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
鳥
羽
一
輝
さ
ん
と
町
技
連
会
が

中
心
と
な
っ
て
、
幸
田
小
学
校
の
児

童
・
教
員
と
９
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
に
よ
る
「
田
植
え
体
験
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
農
業
人
口
の
減

少
や
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
に
伴
い

荒
廃
が
進
む
棚
田
が
増
加
す
る
中
で
、

「
田
植
え
体
験
を
通
し
て
荒
廃
農
地
を

再
生
し
、
棚
田
の
景
観
保
全
や
地
域
活

性
化
に
繋
げ
た
い
」
と
の
鳥
羽
さ
ん
の

思
い
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
約
２
千
３
百
平
方

メ
ー
ト
ル
の
田
ん
ぼ
に
手
植
え
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
田
植
え
に
参
加

し
た
幸
田
小
学
校
の
児
童
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
、
な
れ
た
手
つ
き
で
植
え
付

け
を
行
い
ま
し
た
が
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
は
初
め
て
の
体
験
と
い
う
こ
と

で
、
足
元
が
ぬ
か
る
み
思
う
よ
う
に
動

け
な
い
中
、
水
田
に
張
っ
た
目
印
の
付

い
た
ひ
も
に
沿
っ
て
丁
寧
に
植
え
て
い

ま
し
た
。

　

田
植
え
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
見
た

児
童
か
ら
は
、
「
秋
の
実
り
が
楽
し
み
。

今
年
の
冬
は
、
自
分
達
で
植
え
た
も
ち

米
で
餅
つ
き
を
し
た
い
。
」
と
の
声
が

聞
こ
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

「
今
回
、
体
験
し
た
田
植
え
を
今
後
の

活
動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
で

田
植
え
体
験
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Ｑ　
移
住
の
き
っ
か
け
は
？　

　

哲
裕
さ
ん
は
熊
本
で
森
林
組
合
、友
加
里
さ
ん
は
助

産
師
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、熊
本
地

震
を
経
験
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、住
み
慣
れ
た
地
元
で

子
育
て
が
し
た
い
と
い
う
友
加
里
さ
ん
の
思
い
が
芽
生

え
、５
年
前
に
友
加
里
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
湧
水
町
へ

家
族
で
移
住
し
ま
し
た
。

Ｑ　
今
の
活
動
は
？

　

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス『
陽
の
ひ
か
り
』を
令
和
４
年

４
月
に
夫
婦
で
開
設
。小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
療

育
を
希
望
さ
れ
る
お
子
様
を
放
課
後
に
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。

　

８
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
子
ど
も
達
を
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
湧
水
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
こ
と
、大
変
だ
っ
た

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

友
加
里
さ
ん　

い
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。人
も
優
し
く

て
自
然
も
豊
か
。買
い
物
を
す
る
店
が
少
な
い
け
れ
ど
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き
る
今
の
時
代
、昔
み
た

い
に
不
自
由
す
る
こ
と
は
な
い
で
す
。　

 

哲
裕
さ
ん　
地
元
も
田
舎
だ
っ
た
の
で
特
に
違
和
感
は

な
い
し
、子
ど
も
も
育
て
や
す
い
で
す
。強
い
て
言
う
な

ら
知
り
合
い
が
全
く
い
な
い
土
地
だ
っ
た
事
と
、高
齢

者
の
鹿
児
島
弁
の
癖
が
強
す
ぎ
て
理
解
す
る
の
が
大
変

で
し
た
ね(

笑
）。

Ｑ　
Ｐ
Ｒ
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
通
所
希
望
者
を
若
干
名
募
集
し
て
い
ま
す
。

施
設
の
見
学
も
で
き
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

Ｑ　
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、障
害
が
あ
ろ
う
が
な
か

ろ
う
が
み
ん
な
が
集
え
る
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
大
切
に
！
心
と
体
を
大
切
に
！

を
モ
ッ
ト
ー
に
、湧
水
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、子
ど

も
達
と
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
野
さ
ん　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、湧
水
町
に
移
住
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
定
住
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

湧
水
町
役
場
　
商
工
観
光
Ｐ
Ｒ
課
　
移
住
定
住
推
進
室

☎ 

０
９
９
５

−

７
４

−

３
１
１
１（
内
線
２
２
８
５
）

住
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

移
住
者
紹
介

上野　友加里さん（Uターン）
　　　哲裕さん（Iターン)

Kids House 陽のひかり
電話番号　0995-75-2888
住所　　　湧水町中津川819-3
開所時間　14:00 ～ 17:30
定休日　　土・日曜日
HP https://kh-hikari.crayonsite.com
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湧
水
町
に
移
住
し
て
き
て
、自
然
の
美
し
さ

と
人
の
優
し
さ
に
毎
日
感
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
私
が
特
に
魅
力
的
だ
な
と
感
じ
た
、

ス
マ
ホ
越
し
の
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

素
材
が
い
い
の
で
ス
マ
ホ
で
も
十
分
綺
麗
に

撮
れ
て
楽
し
い
で
す
し
、意
外
と
い
い
運
動

に
も
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
、お
散
歩

が
て
ら
魅
力
的
な
写
真
を
撮
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

改
め
て
今
住
ん
で
い
る
湧
水
町
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

こんにちは。
地域おこし協力隊の

門之園です。

梅雨×紫陽花

ウユニ塩湖のような棚田

まるでジ〇リ？新緑の栗野岳竹中池熊野神社

写真は私が担当しているInstagram
『いっと来てん湧水町【湧水町移住・定住相談窓口】』
でもご覧いただけます。
湧水町で頑張っている人やお店も連載中
取材の協力をしてくれる方も随時募集しています。

湧水町役場 地域おこし協力隊 湧水町役場 湧水町観光PR

湧水町の魅力はいろんなSNSで配信中です！
フォローのご協力をお願いします。

Twitter
YouTube

Instagram
Instagram

QRコードにスマホのカメラを
かざしてみましょう♪

外から来たからこそ気づく　湧水町の魅力
湧水町の美しい自然や人の優しさの虜になったのは私だけでは
ありません。なんと，元日本代表バレーボール選手の迫田さおり
さんもその一人です。
迫田さんはSNSやYouTube，西日本新聞などで，ボランティア
で湧水町をPRしてくださり，町内の田んぼでお米作りやDIYに
も挑戦中！
迫田さんのYouTubeをチャンネル登録＆高評価をして，応援よ
ろしくお願いします。

迫田さおりのり
おちゃん

ねる

写真提供：西日本新聞
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知っておきたい熱中症に関する大切なこと

熱中症に気を付けて！
健
康
増
進
だ
よ
り
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問い合わせ先 湧水町役場　栗野庁舎　健康増進課　７４−３１１１（内線２１１０）

国民健康保険・後期高齢者医療保険
被保険者証更新のお知らせ

　国民健康保険・後期高齢者医療保険被保険者証は，毎年８月１日から翌年７月３１日までの１年間の有
効期限※となっております。今回８月１日から使用する被保険者証は７月中に郵送いたします。
　国民健康保険の被保険者証は世帯主様宛てに，後期高齢者医療保険の被保険者証は本人様宛てになり
ます。（短期保険証は，役場窓口での更新となります。）
【確認・注意事項】
●新被保険者証が届きましたら，記載事項を確認のうえ，台紙からはがして，8月1日以降に使用してく
ださい。
●有効期限切れの被保険者証は，ご自身で破棄してくださいますようお願いします。
●他保険への加入や住所変更等があり，届出がお済みでない方は，必ず手続きをしてください。
●限度額適用認定証等（入院時等に必要）は，8月1日以降窓口交付となります。
（後期高齢者医療保険で，前年度も申請しており，負担区分に変更のない方は被保険者証と一緒に郵
送いたします。）

※　後期高齢者医療保険被保険者証につきましては，本年度に限り，２回に分けて交付があります。
　　（１回目）交付期間：７月中，使用期限：令和４年８月１日〜令和４年９月３０日
　　（２回目）交付期間：９月中，使用期限：令和４年１０月１日〜令和５年７月３１日

  乳がん検診，子宮がん検診を受けましょう！
「乳がん」とは？

　乳がんは，乳房の中にある乳腺（母乳をつくるところ）にできる悪性腫瘍です。特に40歳代後半にもっ
とも多く発生します。乳がんは，女性にできるがんのなかで，いつ誰がかかってもおかしくない状況です。

「子宮頸がん」とは？
　子宮頸がんは，子宮の入り口である子宮頸部の表面の細胞にがんができる病気です。近年，20代や30
代の若年層で増加傾向にあります。

　町では，下記の日程で女性がん検診を実施します。過去３年間に受診歴のある方と初めて対象年齢に
達した方へは個別に受診票をお送りします。これまでに受診したことがない方で受けてみたいと思わ
れる方は，健康増進課までご連絡ください。

【検診料等】
検　　　診 対　象　者 検　診　料

子宮頸がん検診 20歳以上 950円

乳がん検診 40歳以上
49歳まで：1,500円（２方向）
50歳以上：1,000円（1方向）
※70歳以上は無料です。

【検診日程等】

日　　　程 場　　　所 受　付　時　間
午　　前 午　　後

８月２１日（日）
８月２２日（月） 栗野保健センター ８時３０分～

１０時３０分
１３時００分～
１４時３０分８月２３日（火） 吉松保健センター
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問い合わせ先 湧水町役場　栗野庁舎　住民税務課　７４−３１１１（内線２１５４）　

国民年金のお知らせ

令和４年度国民年金保険料免除・納付猶予申請受付開始！ !
　令和４年７月分から令和５年６月分までの国民年金保険料免除・納付猶予申請の
受付が始まりました。
　７月以降の免除を希望される場合は申請してください。（「継続希望」でお手続き
をされている方は必要ありません。）

～　国民年金保険料の免除制度　～
●収入の減少や失業等により保険料を納めることが困難な場合

　ご本人からの申請によって，保険料の「全額免除」又は「一部免除（４分の3免除，半額免除，４分
の1免除）する制度があります。
免除が承認された場合の免除額と保険料

全額免除 ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除
免 除 額 １６，５９０円 １２，４４０円 ８，２９０円 ４，１５０円
保 険 料 ０円 ４，１５０円 ８，３００円 １２，４４０円

※免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は「未納」扱いとなります。

その１．免除の割合に応じて一定の年金額が保障されます！
例えば，全額免除の期間は，保険料を納めなくても年金額が２分の１保障されます。（免除
の手続きを行わず未納の場合は保障されません。）

その２．万が一の際にも保障を確保！
病気や事故で障害が残ったときの障害年金や，一家の働き手が亡くなったときの遺族年
金を受け取ることができます。

　国民年金保険料は未納のままにせず，まずは役場国民年金担当窓口または加治木
年金事務所にご相談ください。

「年金出張相談」のご案内
開催場所・日時

　　　場　所　：　湧水町役場　栗野庁舎　別館２　１階小会議室
　　　日　時　：　８月１８日（木）・１０月２０日（木）・１２月１５日（木）
　　　　　　　　 令和５年２月１６日（木）
　　　　　　　　 ９：３０〜１５：３０まで（１２：００〜１３：００を除く）

相談のご予約・問い合わせ先

加治木年金事務所　お客様相談室　☎０９９５−６２−３５１１
《音声案内「①」を押した後「②」を押してください。》

電話予約受付時間は土・日・祝日，１２月２９日〜１月３日を除く８：３０〜１７：１５までです。

手続きをするメリット
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消費者トラブルにご注意を！！
　近年，架空請求や振り込め詐欺，インターネットの普及に伴い通信販売のトラブルや
フィッシング詐欺など多種多様な，消費者トラブルが増加しています。
　町内や県内で多く寄せられている消費者トラブルについて今後，毎月，イラストにして
お知らせしていきます。

◎受付時間　平日8：30～ 12：00・13：00～ 16：30　※土日，祝日，年末年始を除く

　消費者トラブルの未然防止や拡大
防止については，一人ひとりがしっ
かりと注意し，意識を高めましょう。
　なお，「今月の１枚」のイラストに
つきましては，町内外で「絵手紙教
室」を開催され，多くの作品やイベン
ト等を手掛けられている，町内在住
の恒岡謙二さんからご提供いただい
ております。

【消費生活に関する相談機関】

今月の１枚

◆消費者ホットライン　
 （全国共通，最寄りの消費生活相談窓口につながります。）

　電話番号　1
イ ヤ ヤ

88（局番なし）（相談無料，通話料金・相談者負担，秘密厳守）

◆鹿児島県（鹿児島県消費生活センター）
　電話番号　099-224-0999（相談無料，通話料金・相談者負担，秘密厳守）
　平日‥9：00 ～ 12：00・13：00 ～ 17：00　
　土‥10：00 ～ 12：00・13：00 ～ 16：00　　※日，祝日，年末年始を除く

◆国民生活センター　（お昼の消費生活相談窓口））
　（各地の消費生活相談窓口が昼休み中の時間を中心に，消費者の方からの消費生活相談を
　 受け付けています。）
　電話番号　03-3446-0999（相談無料，通話料金・相談者負担，秘密厳守）
　平日‥11：00 ～ 13：00　※土日，祝日，年末年始を除く

相談窓口
湧水町役場　栗野庁舎　商工観光PR課　７４−３１１１（内線２２８４）

◎受付時間　平日8：30～ 12：00・13：00～ 16：30　※土日，祝日，年末年始を除く
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湧水町川内川轟の瀬カヌー競技場にて開催
2023年10月13日㈮～ 10月16日㈪
湧水町開催競技会期

カヌー競技
(スラローム・ワイルドウォーター）

カヌー競技（スラローム・ワイルドウォーター）の見方

　カヌーを使った回転競技で変化に富んだ河川
で行う競技です。
　ダウンストリームゲート(緑白・漕ぎ下がり)と
アップストリームゲート（赤白・漕ぎ上がり）をパ
ドルを使ってポールに接触しないように通過し，
その速さを競います。
　国体では25ゲートと15ゲートで行われ，コー
スの距離も150ｍ～ 400ｍで設定されます。
　順位はスタートからゴールまでの所要タイム
に各ゲート通過時のペナルティ（罰点）を加えて
決定します。したがって，点数の少ない方が上位
となります。
　各選手２回漕航し，そのうち良い方の成績で順
位が決定されます。

　岩などの障害物をかわしながら，流れの厳し
い河川を一気に漕ぎ下る競技で，順位は所要タ
イムで決定されます。競技は1,500ｍとスプリ
ント（スラロームのコースを使用。コースの長
さは300ｍ～ 600ｍ）の２つの距離で行われ，
1,500ｍでは1回，スプリントでは2回漕航し，
成績はそのうち，より速いタイムで順位が決定
されます。

スラローム ワイルドウォーター
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　国体「国民体育大会」は2023年のかごしま国体を最後に2024年よ
り国スポ「国民スポーツ大会」に名称が変更されます。
　記念すべき第1回の国スポ「SAGA2024」のカヌー競技（スラロー
ム・ワイルドウォーター）が，県外競技として湧水町川内川轟の瀬カ
ヌー競技場で開催されます。

2024年9月13日(金) ～ 16日（月）
競技会期

国体・国スポ2年連続湧水町で開催

公認審判員資格取得養成講習会
　6月5日，轟の瀬カヌー競技場で審判員講習会が行われ，新たに6名
の方が公認審判員資格を取得されました。
今年度の公認審判員資格取得養成講習会は

令和4年9月4日（日）
令和4年12月4日（日）

に開催予定です。2回の内1回受講することで資格取得が可能です。

ジャパンカップ
最終戦

日本選手権大会
カヌースラローム
カヌーワイルドウォーター

2022年10月29日(土) ～ 30日（日）
湧水町川内川轟の瀬カヌー競技場で開催

　年間の日本ランキングを決定するための大会「ジャパンカップ」！今年度の
最終戦が湧水町で開催されます。日本トップレベルの選手たちが轟の瀬カヌー
競技場に集まり，ランキング上位を目指して競い合います！

第75回国民体育大会から特別国民体育大会へ

展示期間：
～ 8月10日（水）まで

現在，栗野中央公民館展示室では燃ゆる感動かごしま国体関連物を展示中です。

・手作りのぼり旗（2020年）
・のぼり旗（2020年～ 2023年）
・ポスター（2020年）
・応援メッセージタペストリー (2023年)　他

問い合わせ先 湧水町役場　総務課　国体準備室　７４−３１１１（内線２２２３）　
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 特別企画展

植松奎二 展「ナンセンスな旅への招待−みることの夢」

開催中〜
９月11日（日）

　美術家 植松奎二は，鉄や石，ガラスなどを用いた彫刻のほか，映像や写真，インスタレーションなどの制

作をとおして，自然や地球，宇宙といった世界の構造と私たちの存在，相互の関係性について表してきま

した。

　そして，霧島や桜島を巡った植松は，火と土と水と空気が様々な姿へと形を変え，膨大なエネルギーの

転換が繰り返される様を見て，フランスの哲学者ガストン・バシュラールの『想像力の源泉は物質である』

という言葉を強く意識したといいます。

　本展は，私たちの持つ常識を覆し，言葉と思考と視覚が一体となった小さな宇宙空間をつくり出すこと

によって，植松による知覚を超えた発見の場を表出するものとなります。知と未知との境から生み出され

る作品をとおして，世界との関わりの中に新しい意味を見つけ出そうとする植松の時空を超えた旅を体

感するものとなるでしょう。

1947年兵庫県生まれ。美術家。1975 年渡独。ヴェネツィア・ビエン
ナーレ日本代表選出（1988）。第38 回中原悌二郎賞（2013）・兵庫県
文化賞（2021）受賞。主な個展にストックホルム近代美術館（1976 
スウェーデン），PS1（1981 ニューヨーク アメリカ），西宮市大谷
記念美術館（1997・2006 兵庫），北九州市立美術館（2003 福岡）。グ
ループ展に「Performing for the Camera」（2016 テートモダン ロ
ンドン イギリス）ほか国内外で多数開催。主なパブリックコレクショ
ンに兵庫県立美術館，西宮市大谷記念美術館，国立国際美術館，神
奈川県立近代美術館，カルティエ現代美術財団，ブレーメン美術館、
MoMA NY，鹿児島県霧島アートの森 ほか。

作家紹介

植松奎二（うえまつ けいじ）
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■開園時間　9:00 〜 17:00（入園は16:30まで）
　　　　　　7/20 〜 8/31の土・日・祝日は19:00（入園は18:30まで）
■休園日　　月曜日（祝日の場合は翌日）　＊8/15(月)は開園
■入園料　　一般:320（250）円／高大生:210（160）円／小中生:150（120）円
　１ （　）内は20人以上の団体料金
　２  県内の小・中・高校生（18歳以下）は土・日・祝日のみ入園料が免除
　３　県内の70歳以上の方は入園料が免除
　　＊２・３は年齢や住所を確認できる書類の呈示が必要です。
　　＊特別企画展「植松奎二展」の観覧料は別途必要です。
■問い合せ先　鹿児島県霧島アートの森　電話0995-74-5945

■関連イベント
　○7/15（金）14:00 〜　オープニングセレモニー・オープニングトーク「見ることの夢への旅｣
　　　　　　　　　　　　  越智裕二郎（西宮市大谷記念美術館館長）×植松奎二
　○ 7/16（土）14:00 〜 15:30　トークイベント「生まれ続ける彫刻」光田由里（美術評論家・多摩美術
　　　　　　　　　　　　  大学教授）×大槻晃実（芦屋市立美術博物館学芸員）×植松奎二　
　　　　＊定員　45名（当日12:30より観覧整理券を配布）　
　○ 8/13（土）14:00 〜 16:00　子どもも大人も楽しいワークショップ－「行為とかたちに触れる旅」
　　　　　　　　　　　　  紙と鉛筆と簡単な行為で驚くような視覚体験ができます。
　　　　＊募集方法　本館ホームページもしくは電話（おひとりにつき２名まで応募可能）
　　　　＊定員　16名（抽選により決定）
　　　　＊募集締切　７月24日（日）
　○ 8/7（日）・21（日）・28（日）14:00 〜　学芸員によるギャラリートーク
　　　　＊ いずれのイベントも当日付の植松奎二展観覧チケットが必要です。
 　　イベントの詳細はホームページ等でご確認ください。
■観覧料 ： 一般 800（600）円／高大生 600（400）円／小中生 400（300）円
　　　　＊（   ）内は前売り又は20 人以上の団体料金
■主催 ： 鹿児島県文化振興財団／南日本新聞社／ＭＢＣ南日本放送／ＫＴＳ鹿児島テレビ
■協力 ： 湧水町／一般社団法人霧島山麓湧水町観光協会／第一交通産業株式会社／株式会社奥山産業
　　　　 Gallery Nomart ／ Yumiko Chiba Associates
■特別協賛 ： トヨタカローラ鹿児島株式会社
■前売券取扱店（町内） ： 一般社団法人霧島山麓湧水町観光協会／㈱勝栗燃料／あきらの店／栗野物産館
　　　　㈲尾方屋／はにわ／北薗商店／㈲もとせ／ RICかこい／西書店／ SL会館／吉松物産館
　　　　チケットぴあ（Pコード：686-098）／ローソンチケット（Lコード：84954）／ e＋（イープラス）

夏の
発見楽しみ
工房のご案内

■ 会場　　多目的スペース
■ 時間　　13:30 ～ (2時間程度)
■ 定員　　15名(どなたでも参加できます)
■ 参加料　入園料の他に200円
　　　　　　※要予約。詳しくは本館ホームページをご覧ください。

7月30日(土)　「ペットボトルでランプシェードをつくろう」
　　　　　　　　講師　岩﨑美紀(霧島市立牧園中学校教諭)
8月20日(土)　「手のひらサイズの本を作ろう」
　　　　　　　　講師　塩満幸香(鹿児島県立福山高等学校講師)
8月27日(土)　「作ってあそぼう,貝合わせ」
　　　　　　　　講師　平野良光(霧島市立国分中央高等学校教諭)
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Matsen’s News  Le�er

　韓国岳の山頂に雪が見えたのが昨日のことのようで，今年も時間が経つのが早く感じます。寝るときに寒さが
我慢できずに暖房をつけていたのが，今では扇風機をフル回転させて，ぐっすり眠れるようにしています。強い
風が吹いている時は，寝ている間の蚊の侵入も防いでくれます。オーストラリアも夏は暑く，幼い頃から扇風機
をつけて寝ていたので，睡眠中の扇風機の音にはすっかり慣れてしまい，癒されています。
　最近は，湧水町を探索することが多く，しばらく訪れていなかった地域にも足を運んでいます。コロナウィル
スの流行が落ち着いてきたこともあって，少しずつ社交的になり，街中の小さなイベントにも参加できるように
なったのが楽しいです。友人とホタル観賞をしたり，オーストラリアでは決して見ることのできない竹のアート
の「まつやまほたる舞う里」を見に行ったりして，それらの美しい光景に感動しました。また， ホタル鑑賞の
スポットを教えてもらうのも楽しいでした。私は少し経ってからそれらのスポットに行きましたが，今まで以上
に多くのホタルを見ることができました。ホタルを見ると，いつも故郷を思い出し，このような体験を家族で共
有したいと思います。
　また，前の記事で紹介しましたが，私の姉は今年の8月に第2子を出産する予定です。ペネロペという名前の
女の子で，私たちは彼女に会うのをとても楽しみにしています。私が日本に出発する前に，妹の生まれたばか
りの息子，アーサーに少しだけ会うことができました。今，彼女はもう1人の子供を産ん
でいて，時間が経つのは本当に早いですね。こちらでも来日した時に教えていた5年生が，
もう中学1年生になっています。教師として，またおじさんとして興味深いことは，目の
前で子どもたちがすくすくと成長していくのを見ることです。とてもすばらしいことです
が，私たち大人が年を取るのが早すぎることも実感させられますね（笑）。
　いつも読んでくださってありがとうございます。皆さんは暑さに負けず，大丈夫でしょ
うか？私は，壁にカビが生えないように，常に気を遣っています。 これからの季節，湿気
がなくなり，田んぼが黄金色になるのが楽しみです。それでは，また。

〔ALT〕
マッツン・デ・コート

ホタルと家族

アーサー（甥）と義兄

西郷どんが
湧水町産米
アピールに
奮闘中！

　地域おこし協力隊でチェンソーアーティストの児玉光さんが制作した，西郷隆盛をモチーフにしたベ
ンチ「おかわり」が各地で大活躍中です。
　この作品は西郷隆盛が湧水町産米をおかわりする姿を表現しており，児玉光さんが湧水町のＰＲを目
的として今年の２月頃から制作に取りかかり，約２０日間かけて完成させた作品です。３月４日から３月
１８日まで，鹿児島空港で展示された後，５月２４日からいきいきセンターに展示されました。８月上旬
から約２か月間は，湧水町のＰＲのため再び鹿児島空港へ設置される予定となっております。お時間があ
る方は是非，鹿児島空港での西郷さんの姿をご覧になってはいかがでしょうか。
　また，児玉さんが新たに制作している作品が栗野中学校にも設置されることとなっています。設置され
た際には広報や湧水町公式ＳＮＳ(Twitter)にてご紹介したいと思います。

作品名　「おかわり」
児玉さん制作のベンチ作品
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　鹿児島県の中央北端に位置する「湧水町」では，名水百選に選ばれた「丸池湧水」，疏水百選に選

ばれた「筒羽野の疏水」，棚田百選に選ばれた「幸田の棚田」（つなぐ棚田遺産）の三百選を堪能する

ことができます。また，霧島錦江湾国立公園内にある栗野岳からは，錦江湾，桜島などが一望でき

る壮大な景観や，豊かで美しい自然を感じることができます。

　返礼品には，大自然で育まれた農産物・肉などを豊富に揃え，自信を持ってお届けします。是非，

町外にお住まいのご親戚やご友人へ本町のふるさと納税もご紹介ください。

湧水町にふるさと納税しませんか？

ふるさとチョイス 楽天ふるさと納税

【店舗QRコード】ふるさと納税のお申し込みは，
下記ポータルサイトでお申込みいただけます。
・ふるさとチョイス ・楽天ふるさと納税
・さとふる   ・ふるなび
・ANAのふるさと納税
・JALふるさと納税
・三越伊勢丹ふるさと納税

商品名：鶏のタタキ
　　　　１㎏（200ｇ×５パック）
寄附額：10,000円

商品名：黒豚あらびきウインナー
　　　　1ｋｇ×2パック
寄附額：10,000円

商品名：黒豚ギョーザ
　　　　１２個入×６パック
寄附額：5,000円

問い合わせ先 湧水町役場　栗野庁舎　商工観光PR課　７４−３１１１（内線２２８３）　
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くりの図書館に行こう！

開館時間：午前１０時～午後６時（毎週金曜日は午後 7 時まで）
休 館 日：毎週月曜日，祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），毎月第４木曜日，
　　　　　年末年始（12/28 ～ 1/4　月曜休館含む）
問い合わせ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

図書館職員が大型絵本や
紙芝居などの読み聞かせ
を行います。
おはなし会の後には「おう
ちdeシ ア タ ー」(光 を 照
らして遊ぶおもちゃ )を作ります。ぜひお友だち
と一緒に遊びに来てくださいね！

６月のおはなし会は，「雨」や「父の日」にちなんだ
大型絵本や紙芝居などのおはなしをみなさんと
楽しみました。おはなし会の後には，画用紙で「か
たつむり」を作りました。
雨の日も楽しくなるようなカラフルな「かたつむ
り」がたくさん出来ました！

①海の日おはなし会 ②ブックリサイクル

としょかんまつり　イン・サマー

おはなしコーナー
７月１８日(月・海の日)
午前１０時３０分～

図書館正面入口/
いきいきセンター入口
　※いきいきセンター休館日除く

８月１日(月) ～８月３１日(水)

８月は全日開館！
この期間，小会議室をパソコン専用室
として開放します。

図書館屋上防水改修工事
のお知らせ

９月９日(金)(予定)まで
大きな音が発生しご迷惑をおかけい
たしますが，ご理解のほどよろしくお
願いいたします。

図書館で利用できなくなった
本・雑誌などを差し上げます。
人気のある本や雑誌からもら
われていきますのでお早めに
ご来館ください。

※本がなくなり次第終了いたします。
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・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

　
短
　
　
歌

炎
天
下
の
稲
穂
は
白
き
花
つ
け
て
ピ
ン
と
立
ち
お
り　

老
齢
の
吾
に　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

こ
ん
こ
ん
と
水
湧
き
出い

ず
る
湧
水
の
ほ
た
る
と
び
交
う
早
苗
の
季
節　
　
　
　
　
　

城　

千
鶴
子

傾
き
し
古
家
の
庭
に
竹
の
出
て
所
狭
し
と
子
孫
を
ふ
や
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

冬
最さ
い
か中
香
を
こ
ぼ
せ
し
蝋
梅
は
健
気
に
咲
き
し
が
は
や
若
葉
う
む　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

光
受
け
風
に
そ
よ
ぎ
て
咲
き
出い
で

し
一
輪
の
バ
ラ
匂
い
漂
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

や
わ
ら
か
き
一
芯
二
葉
の
茶
を
摘
み
て
口
も
て
噛は

め
ば
苦
き
味
の
す　
　
　
　
　
　

榎
木　

志
津
代

み
ゆ
き
山
冬
の
枯
葉
を
脱
ぎ
捨
て
て
新
し
き
芽
に
衣
替
え
す
る　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

少
し
ず
つ
色
変
わ
り
ゆ
く
あ
じ
さ
い
は
人
生
も
ま
た
こ
の
花
に
似
て　
　
　
　
　
　

林　

静
子

小
糖
雨
あ
な
た
に
と
っ
て
生
憎
の
雨
か
そ
れ
と
も
恵
み
の
雨
か　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

三
四
五

空
仰
き
見
渡
す
月
は
ど
う
ど
う
と
見
守
り
つ
づ
け
明
日
も
や
る
気
に　
　
　
　
　
　

内
村　

美
代
子

　
川
　
　
柳

ス
イ
レ
ン
の
花
夏
を
背
に
汁
も
落
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田　

シ
ゲ
子

新
人
の
介
護
の
人か
た

に
見
守
ら
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下　

フ
サ
子

　
俳
　
　
句

に
わ
の
バ
ラ
今
を
さ
か
り
に
さ
き
ほ
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
村　

房
子

時
の
日
も
進
め
た
針
音
ア
ナ
ク
ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園　

ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 　
（
唱
）
福
田
三
四
五  

熱ね

ち
ゃ
無な

か
て
目め
し
ゅ
い汗
鼻は
な
し
ゅ
い汗
辛の

さ
ん
風
邪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猪
俣
凡
児

　
（
唱
）　

ア
レ
ル
ギ
ん
方ほ

も
診み

っ
も
ろ
や
ん
せ

草
毟
い
小ト

イ鳥
が
傍そ

べ
来き

っ
挨え

さ拶
ち
ょ
し
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）　

御わ

い前
も
独ひ
と

い
か
此こ

け
居お

れ
ば
良え

が

コ
ジ
ュ
ケ
イ
が
餌
は
な
か
か
ち
畑は
た

け
聞
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）　

我
が
な
「
チ
ッ
ト
ク
ェ
少ち
っ
と
く

量
食
え
」
ち
ゅ
こ
て

友ど
達
し
貰も
ろ

た
青う
ん
め梅
を
今こ

ん度
だ
娘こ

が
漬
け
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）　

商あ
っ
ね業
一
本
仕し

み道
ち
ょ
知
た
ん
で

ゆ
う
す
い
の

ス
ポ
ー
ツ

　

〇
期
日
：
６
月
５
日

　

〇
場
所
：
日
置
市
伊
集
院
総
合
体
育
館

　

第
３
位

　
　

柿
木　

史
翔（
吉
松
中
３
年
）

※
８
月
26
日
か
ら
28
日
に
お
い
て
薩
摩
川

内
市
で
行
わ
れ
る
第
30
回
全
国
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会
に
県
代
表
と
し
て

出
場

　

〇
期
日
：
６
月
12
日
（
日
）

　

〇
場
所
：
鴨
池
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム
陸
上

　
　
　
　
　

競
技
場

▼
１
０
０
０
ｍ　

小
学
６
年
生　

男
子

　

第
３
位

　
　

宇
都　

彪
雅
（
吉
松
小
６
年
）

記
録
：
3
分
31
秒
98

　

〇
期
日
：
６
月
18
日
～
19
日

　

〇
場
所
：
高
知
県
本
山
町

　
　
　
　
　

寺
家
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場

第
19
回
鹿
児
島
県

中
学
生
空
手
道
大
会

２
０
２
２
カ
ヌ
ー
四
国
選
手
権
大
会

第
38
回
鹿
児
島
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会

▼
ス
ラ
ロ
ー
ム
男
子
Ｋ
―
１

　

優
勝　

相
良　

朋
玖

（
湧
水
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

▼
ス
ラ
ロ
ー
ム
女
子
Ｋ
―
１

　

優
勝　

神
田
橋　

美
貴

（
湧
水
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

　

第
２
位　

　
　
　
　

久
美
田　

夏
帆（
栗
野
小
４
年
）

（
湧
水
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

▼
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
女
子

　

第
２
位

　
　
　
　

久
美
田　

結
衣（
西
下
場
地
区
）

（
湧
水
カ
ヌ
ー
ク
ラ
ブ
）

　

〇
期
日
：
８
月
10
日
～
11
日

　

〇
場
所
：
東
京
都
武
蔵
野
の
森
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　

ツ
プ
ラ
ザ

▼
組
手
個
人
戦

　

湧
水
空
手
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

坂
口　

仁
琥　
（
栗
野
小
２
年
）

　
　
　
　

竹
ノ
上　

心
優（
吉
松
小
６
年
）

▼
形
個
人
戦

　

湧
水
空
手
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

竹
ノ
上　

愛
織（
吉
松
小
１
年
）

　
　
　
　

亀
澤　

勇
映　
（
栗
野
小
５
年
）

第
22
回
全
日
本
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
出
場



広報 ゆうすい　18

掲
示
板

お
知
ら
せ

町などからのお知ら
せや募集などの情報
をお届けします。

全
国
一
斉『
遺
言
・
相
続
』相
談
会
～
市
民

と
共
に
１
５
０
年
、相
続
登
記
は
司
法
書

士
へ
～
開
催
に
つ
い
て

　

司
法
書
士
制
度
１
５
０
周
年
を
記
念

し
て
、司
法
書
士
に
よ
る『
遺
言
・
相
続
』

に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
日
時

　

令
和
４
年
８
月
７
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

▼
実
施
方
法

　

全
国
統
一
番
号
に
よ
る
電
話
相
談

▼
全
国
統
一
番
号

　

☎
：
０
１
２
０

−

３
３
３

−

９
２
７
９

　

※
当
日
の
み
か
か
り
ま
す
。

▼
面
談
会
場

※
当
日
は
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
も

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

①
ラ
イ
カ　

５
階

　
　

(L
i-ka1920　

鹿
児
島
市
中
央
町

　
　

 

19

−

40
）

　

②
南
大
隅
地
区
司
法
書
士
法
律
相
談

　
　

セ
ン
タ
ー

　
　
（
鹿
児
島
県
肝
属
郡
錦
江
町
城
元
１

　
　

 

０
４
３

−

4
）

▼
予
約
方
法

電
話
相
談
・
面
談
予
約
い
ず
れ
も
先
着

順
で
予
約
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

☎
：
０
９
９

−

２
５
６

−

０
３
３
５

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用
試
験
に
つ
い
て

▼
受
験
資
格　

①
令
和
４
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て

12
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び

令
和
５
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校

又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

▼
採
用
予
定
日

　

令
和
５
年
４
月
１
日（
土
）

▼
採
用
課
程

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
、航
空
課
程
、情

報
シ
ス
テ
ム
課
程
、管
制
課
程
、海
洋

課
程

※
採
用
予
定
数
等
に
つ
い
て
は
、６
月

15
日（
水
）海
上
保
安
庁
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
の
受
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
　

７
月
19
日（
火
）
～
７
月
28
日（
木
）

　
　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

▼
第
１
次
試
験　

　
　

９
月
25
日（
日
）

▼
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
　

10
月
12
日（
水
）

▼
第
２
次
試
験

　
　

10
月
18
日（
火
）
～
10
月
27
日（
木
）

▼
最
終
合
格
発
表
日

　
　

11
月
22
日（
火
）

　

※
航
空
課
程
は
第
２
次
試
験
発
表
日

▼
第
３
次
試
験
日

　
　

12
月
３
日（
土
）
～
12
月
13
日（
火
）

　
　

※
航
空
課
程
の
み

▼
最
終
合
格
発
表
日

　
　

令
和
５
年
１
月
19
日（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

　

☎
：
０
９
９

−

２
５
０

−

９
８
０
０

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
国
家
公
務
員
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
）

県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募

集
に
つ
い
て

　

吹
上
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

て
い
る
県
立
の
職
業
能
力
開
発
校
で
す
。

令
和
５
年
度
の
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目

自
動
車
工
学
科（
20
人
）・
機
械
整
備
科

（
10
人
）・
金
属
加
工
科（
20
人
）

▼
訓
練
期
間

自
動
車
工
学
科
・
金
属
加
工
科　

２

年
・
機
械
整
備
科　

１
年

▼
試
験
日
程

　

10
月
に
推
薦
選
考
試
験

　

11
月
か
ら
３
月
ま
で
月
１
回
一
般
選

　

考
試
験
を
実
施

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

○
自
動
車
工
学
科
及
び
機
械
整
備
科
は

高
等
学
校
卒
業
若
し
く
は
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

○
金
属
加
工
科
は
義
務
教
育
終
了
若
し

く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
者

▼
選
考
方
法

　

筆
記
試
験
及
び
面
接

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
立
吹
上
高
等
技
術
専
門
校

　

訓
練
課

　

☎
：
０
９
９

−

２
９
６

−

２
０
５
０

「
小
さ
な
親
切
」は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〝
て
の
ひ
ら
感
謝
状
〟の
募
集
に
つ
い
て

▼
募
集
テ
ー
マ

　

①
心
か
ら
伝
え
た
い〝
あ
り
が
と
う
〟

　

②
思
い
や
り
は
心
の
ワ
ク
チ
ン

▼
募
集
対
象

　

高
校
生
か
ら
大
人
ま
で

▼
応
募
方
法

　

◎「
は
が
き
」で
応
募

　

は
が
き
に
募
集
テ
ー
マ
の
①
又
は

②
の
い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

体
験
を（
６
０
０
字
以
内
）と
作
品
タ

イ
ト
ル
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
職
業（
学
校
・
学
年
）・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

◎「
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
」で
応
募

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
鹿
児
島
県
本

部
へ
の
電
子
メ
ー
ル
又
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
て
、は
が
き
部
門
と
同
様
に
内
容

を
記
載
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
締
切

　

令
和
４
年
８
月
12
日（
金
）《
必
着
》

▼
主
催
・
応
募
先

　
「
小
さ
な
親
切
」運
動
鹿
児
島
県
本
部　

て
の
ひ
ら
感
謝
状
係　

宛

　

☎
：
０
９
９

−

２
５
７

−

３
８
４
８

　

FAX
：
０
９
９

−

２
５
１

−

６
７
７
９

　

：chiikifukushi@
kaken-shakyo.jp農林水産省
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【問い合わせ先】
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7月17日
（日）

田代医院　　　　74-2075
アクア薬局　　　74-1078

7月24日
（日）

霧島桜ヶ丘病院　78-3135
さくらの杜薬局　78-8282

7月31日
（日）

前田医院　　　　74-5001

8月7日
（日）

林内科　　　　　72-1818
サン調剤薬局　　72-1800

8月14日
（日）

春田医院　　　　76-0053

8月21日
（日）

伊東内科クリニック　72-9088
タイガー薬局　　64-6700

8月28日
（日）

林内科医院　　　75-2047
ピアノ薬局　　　75-4526

6
月
1
日
（
水
）

・
町
人
権
擁
護
委
員
来
庁

・
町
高
原
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会

・
町
衛
生
普
及
会
総
会

6
月
2
日
（
木
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
吉
都
線
利
用
促
進
協

議
会
総
会

6
月
3
日
（
金
）

・
議
員
全
員
協
議
会

・
鹿
児
島
刑
務
所
視
察
委
員

会
6
月
7
日
（
火
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

6
月
8
日
（
水
）

・
議
員
全
員
協
議
会

6
月
9
日
（
木
）

・
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
定
例
会

・
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
代

表
理
事
組
合
長
来
庁

6
月
10
日
（
金
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議

・
町
人
権
同
和
教
育
推
進
協

議
会

6
月
13
日
（
月
）

・
あ
い
ら
の
森
ホ
ス
ピ
タ
ル

役
員
来
庁

6
月
15
日
（
水
）

・
区
長
会

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会

臨
時
会

6
月
16
日
（
木
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一

般
質
問
）

6
月
17
日
（
金
）

・
議
会
定
例
会
本
会
議
（
一

般
質
問
）

6
月
21
日
（
火
）

・
県
道
路
利
用
者
協
議
会
監

査
・
県
町
村
会
理
事
会

6
月
22
日
（
水
）

・
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力

本
部
長
来
庁

6
月
23
日
（
木
）

・
町
人
権
啓
発
推
進
会
議
総

会
・
姶
良
地
区
体
育
大
会
町
結

団
式

・
東
中
下
場
地
区
運
営
委
員

会
に
お
け
る
行
政
報
告

6
月
24
日
（
金
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
県
地
域
振
興
公
社
定
時
評

議
員
会

6
月
27
日
（
月
）

・
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
総
会

・
県
道
路
利
用
者
協
議
会
定

時
総
会

6
月
28
日
（
火
）

・
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議

・
議
員
全
員
協
議
会

6
月
29
日
（
水
）

・
特
別
支
援
学
校
設
立
意
見

交
換
会

6
月
30
日
（
木
）

・
副
町
長
退
任
式

・
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
中

央
要
望
会

町
長
動
静
　
　
　(

6
月
1
日
～
30
日)

　
（
新
生
児
） 　
　
　
（
保
護
者
）　  （
自
治
会
）

中な
か
は
ら原　

吏り

と都　
　

裕
呂
貴　
　

般
若
寺
前

（
令
和
４
年
6
月
届
出
分
）

（
令
和
４
年
6
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

　

（
故
人
）　
　
　

  

（
亨
年
）
（
自
治
会
）

山
元　

ハ
ツ
子　
　

95　
　

上
村

新
屋　

廣
美　
　
　

93　
　

坂
元

森
山　

イ
ヅ　
　
　

83　
　

田
尾
原

留
置　

一
美　
　
　

87　
　

馬
場
迫

鶴
田　

ハ
マ
ノ　
　

84　
　

亀
沢

加
藤　

昭
弘　
　
　

93　
　

東
下
場

内
倉　

順　
　
　
　

82　
　
尾
鉢
第
2
住
宅

内
村　

フ
ヂ
子　
　

94　
　

長
谷

（
令
和
４
年
6
月
届
出
分
）

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで

（受付：午後 2 時 30 分まで）
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８−４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。

馬
場
迫
の
留
置
ミ
ヨ
子
さ
ん
か
ら

（
一
美
さ
ん
死
去
）

田
尾
原
の
森
山
誠
さ
ん
か
ら

（
イ
ヅ
さ
ん
死
去
）

町
外
の
荒
武
真
弓
さ
ん
か
ら

（
益
男
さ
ん
死
去
）

町
外
の
福
本
達
郎
さ
ん
か
ら

（
三
郎
さ
ん
死
去
）

鶴
丸
の
中
城
和
敏
さ
ん
か
ら

（
信
哉
さ
ん
死
去
）

会
田
の
井
手
上
福
治
さ
ん
か
ら

（
昭
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
木
原
信
光
さ
ん
か
ら

（
ハ
ツ
ノ
さ
ん
死
去
）

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付
日
で

掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
町
外
に
て
届
を
提
出
さ
れ
た
方
で
お
く
や
み
欄

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
住
民
税
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  8,740人（−17人, −173人）

  男      4,108人（−   9人, −  70人）

  女      4,632人（−   8人, −103人）

世帯数  4,672戸（−   8戸, −  49戸）

　転入　　 17人
　転出　 　23人
　出生　　  2人
　死亡　　 12人

令和４年６月末現在

日曜・祝日在宅医（薬局）（7月〜8月）

※都合により変更になる場合がありますので，
　ご連絡の上，受診してください。



日 月 火 水 木 金 土
7/17 7/18 7/19 7/20 7/21 7/22 7/23

としょかんまつり
イン・サマー
おはなし会
　　10:30 〜
創作教室
　　13:30 〜

休館日

休館日

資源ごみ収集
（北方・轟・幸田・米永地区）

母子健康手帳交付
（10：00〜 11：00）
要予約
子育て相談
（13：00〜 17：15）

資源ごみ収集
（鶴丸・中津川・川添
地区）

7/24 7/25 7/26 7/27 7/28 7/29 7/30
休館日

母子健康手帳交付
（10：00〜 11：00）
要予約

子育て相談
（13：00〜 17：15）

資源ごみ収集
（上場・老竹・長谷・東
中下場・西下場地区）

休館日

7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 ８/6
ブックリサイ
クル（31日まで）

母子健康手帳交付
（10：00〜 11：00）
要予約

子育て相談
（13：00〜 17：15）

資源ごみ収集
（北方・轟・幸田・米永
地区）

母子相談
13:30 ～
※要予約

資源ごみ収集
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

8/7 8/8 8/9 8/10 8/11 8/12 8/13
母子健康手帳交付
（10：00〜 11：00）
要予約

子育て相談
（13：00〜 17：15）

資源ごみ収集
（上場・老竹・長谷・東
中下場・西下場地区）

資源ごみ収集
（鶴丸・中津川・川添
地区）

8/14 8/15 8/16 8/17 8/18 8/19 8/20
休館日

母子健康手帳交付
（10：00〜 11：00）
要予約

子育て相談
（13：00〜 17：15）

資源ごみ収集
（北方・轟・幸田・米永
地区）

年金相談
9:30 〜 15:30
栗野庁舎別館2
小会議室
【予約制】

資源ごみ収集
（下川西・上川西・般
若寺・停車場地区）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー

開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
【休館日】毎週月曜日・第 4 木曜日，

祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日
※８月は全日開館です。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温 泉 営 業 時 間 午前 10 時〜午後 9 時 30 分（最終受付は午後 9 時）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）

町 民 ホ ー ル
湧画会　作品展 7月1日〜 7月30日

日本野鳥の会鹿児島　野鳥写真 8月1日〜 8月31日

公 民 館 コ ー ナ ー
栗 野 中 央 公 民 館 エコクラフト手芸教室・湧水短歌教室 7月12日〜 8月10日
吉 松 中 央 公 民 館 栗野書道教室 7月12日〜 8月10日
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